
公78-5_60_扉.mcd  Page 1 14/04/03 11:37  v5.50

NCD(非感染性

疾患)対策
非

感染性疾患(NCD)による死亡割合が先

進国だけではなく開発途上国においても

増加傾向にあります．NCD は，WHO のみな

らず，国際連合においても議論される世界的な

健康課題となっています．わが国では昭和 26

(1951)年より脳卒中，がん，心臓病が死因の上

位を占めるようになっています．昭和 32(1957)

年に�成人病�対策として取りあげられ，昭和

53(1978)年より国民の健康づくり運動がはじめ

られ，昭和 57(1982)年には�老人保健法�と

して法定化されました．国民の主体的な生活習

慣の改善の努力が不可欠であることから平成 8

(1996)年に�成人病�の名称が�生活習慣病�

と改められています．

わが国の健康政策の中にこれまで�ヘルスプ

ロモーション�，�ヘルシーピープル�，�メタボ

リックシンドローム�など海外から新しい言葉

や概念が入ってきています．そこに新たに�エ

ヌ・シー・デー�が加わりました．WHOが提

唱した結核の DOTS はわが国でも定着してい

ます．同じく NCD 対策を定着させていく必要

があります．�健康日本 21(第二次)�の中にす

でに NCD の言葉が入れられています．厚生労

働省の組織をみるとがん対策，生活習慣病対策

が統合され�がん対策・健康増進課�とされ

て，すでに推進体制を整えられています．

わが国の生活習慣病対策の歩みを振り返り，

NCD 対策と従来の対策とどこが違うのかにつ

いて，様々な観点からご解説していただき，

NCD対策について理解を深めたいと思います．
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